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●三重県 

【報告】 
1）2015 年 6 月 27 日（土） 12：30～18：30 
『家庭医療学セミナーin Mie 2015～もしカテ～』 
講師：竹村洋典（三重大学家庭医療学）、橋本修嗣（三重県立一志病院）、近藤諭（三重大学家庭医療学）、大屋正樹 
  （名張市立病院）、御前秀和（名張市立病院）、原田直樹（名張市立病院）、中川知美（名張市立病院）、森洋平 
  （三重大学家庭医療学）、尾崎仁、久保田祥央、鈴木佳孝、中輔（三重大学医学部２年生・家庭医療学研究室生）

 
  「災害医療」終了後・記念撮影（創傷治癒と並行セッション） 「創傷治癒」終了後・集合写真（災害医療と並行セッション） 
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・本企画は、毎年三重大学の学生が主体となり運営されているセミナーです。今年度は「オール三重」を合言葉

に、運営する学生も講師も「オール三重」とし、運営だけでなく、行動変容ＷＳでは三重大学医学科２年生４名

がファシリテーターを務めました。（その他のＷＳテーマとして「家庭医療×災害医療」、「家庭医療×創傷治癒」、

「家庭医療×キャリア」）総勢５３名の参加者が東海地方だけでなく関東、関西、北陸、四国など各地から参加し

て下さり、大いに盛り上がりました。 
参加者内訳：愛知医科大学 2 名、金沢医科大学 2 名、近畿大学 1 名、自治医科大学 1 名、鈴鹿医療科学大学 1
名、千葉大学 1 名、徳島大学 1 名、名古屋大学 1 名、奈良県立医科大学 1 名、三重大学 21 名、初期研修医１名、

後期研修医２名、薬剤師 1 名、三重大家庭医療学講座１７名 
     
2）2015 年 6 月 30 日(火) 
第 17 回三重・家庭医療学セミナー 
会場：三重大学探索医学研究棟２F 総合診療科・家庭医療学 医局 
19：00～21：00 
講師：齊藤孝仁先生（医療法人富田浜病院 内科部長） 
テーマ：「地域医療における消化器病診療の現状」 
 
3）2015 年 7 月 30 日(木) 
第 18 回三重・家庭医療学セミナー 
会場：三重大学探索医学研究棟２F 総合診療科・家庭医療学 医局 
18：00～20：00 
講師：越智昌俊先生  
テーマ：「クリニック医師のための保険レセプト」 
 
4）2015 年 8 月 8 日（土）～8 月 9 日（日） 
家庭医療プログラムエクスターンシップ in みえ 2015 
会場：ココパリゾートクラブ ホテルアザリア２Ｆ会議室 
１）とは異なり、主に初期研修医以上を対象とした、よりコアな家庭医療学セミナーとして開催されました。例

年三重県内の各地で開催されていますが今年は一志町のリゾートホテルにて、日常とは違った雰囲気を味わいな

がら皆で勉強と交流を行いました。参加して下さった三重県内や愛知、静岡の先生方ありがとうございました。 
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【今後の予定】 
1）2015 年 11 月 24 日(木) 
第 19 回三重・家庭医療学セミナー 
会場：三重大学探索医学研究棟２F 総合診療科・家庭医療学 医局 
19：00～21：00 
講師：齊藤孝仁先生（医療法人富田浜病院 内科部長） 
テーマ：「地域医療における消化器病診療復習編、膠原病や感染症も含めて」（仮） 
 

●愛知県 

【報告】 
1）第 23 回 東海家庭医療ネットワークカンファレンス 
日時：2015 年 7 月 25 日（土）14：00～18：00 
場所：田中医院 
-プログラム- 
14：00～14：15 『開会挨拶・アイスブレイク』 代表：田中久也（田中医院） 
14：15～15：45 『家庭医/総合診療医の小児診療』 担当：田中久也 
        小児をどのように診察しているのか、発熱などのよくある症状で受診した小児をテーマに問診、

診察、検査、アセスメント、診療計画を話し合う。 
16：00～17：30 『東海家庭医療”アン”カンファレンス』 担当：参加者全員 

みなさんが話したい／聞きたいテーマを持ち寄って、小グループで対話する、みんなで作るカ

ンファレンス。 
17：30～18：00 『次回カンファレンスについて・集合写真撮影・閉会挨拶』  

代表：田中久也（田中医院） 
 
2）2015 年 6 月 27 日（土）14:00-17:00 『ACCEL 2015 夏』 
場所：名古屋大学医学部 
Accel（Annual Conference on Collaborative and ElaboResidents）は、名古屋大学総合診療科が主催する家庭

医療専門医試験の受験申請に必要なポートフォリオの作成を支援するためのミーティングです。年4回開催され、

すべての家庭医療専門医後期研修プログラムの研修医、指導医のオープン参加を歓迎します。また、プライマリ

ケア認定医の受験や更新、家庭医療専門医更新でポートフォリオ作成が必要な方も是非ご参加ください。 
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【予定】 
1） ACCEL2015 
9 月 12 日（土）14:00～17:00（岐阜県中津川市健康福祉会館） 
12 月 12 日（土）14:00～17:00（名古屋大学医学部基礎棟第 1 会議室） 
2016 年 3 月 5 日（土）13:00～16:00（名古屋大学医学部基礎棟第 1 会議室） 
連絡先:名古屋大学医学部附属病院総合診療科（担当:安藤友一） 
E-mail：u1ando@med.nagoya-u.ac.jp 
Tel & FAX:052-744-2951 
 
2） 第 4 回日本プライマリ・ケア連合学会中部ブロック支部学術集会 
日時：2015 年 11 月 29 日（日）13：00～18：00 
場所：名古屋大学医学部鶴友会館 2 階 大会議室 
※託児施設あり 
 
●岐阜県 

【報告】 
1）2015 年 6 月 13 日～14 日 
第 6 回プライマリケア連合学会学術集会 つくば国際会議場 
スクリーニング検査でウイルス感染と細菌感染を見分ける指標の検討 
岐阜大学医学部附属病院総合内科：池田 貴英、浅野 元尋、川島 実可子、谷本 真由実、森 一郎、山内 雅裕、 
梶田和男、森田 浩之  
 
2）2015 年 6 月 21 日 
第 226 回日本内科学会東海地方会 名古屋国際会議場 
診断に苦慮したリンパ腫由来血球貪食症候群の１例 
岐阜市民病院総合内科：藤岡圭、村上大輔、田口皓一郎、丸山貴子、山田浩司、石塚達夫 
 
無症候性高 CPK 血症で PET-CT により診断したサルコイドーシスの１例 
岐阜市民病院総合診療・リウマチ膠原病センター：田口皓一郎、村上大輔、藤岡圭、石塚達夫 
 
 
可逆性後頭葉白質脳症が先行して発症した再発性多発軟骨炎の１例 
岐阜大学医学部附属病院総合内科：浅野元尋、森一郎、山内雅裕、池田貴英、梶田和男、森田浩之 
 
１０歳頃発症し５０歳で診断に至った特発性副甲状腺機能低下症の１例 
岐阜赤十字病院総合診療科   森一郎 
岐阜大学附属病院総合内科   浅野元尋、山内雅裕、池田貴英、梶田和男、森田浩之 
 
3）2015 年 7 月 24 日 
第 31 回岐阜プライマリケアカンファレンス 岐阜会館 
症例ディスカッション： 
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 座長 羽島市民病院総合内科 田口皓一郎 

１． 歩行困難の診断に難渋した１例 
症例呈示  岐阜赤十字病院 小松加奈子 
ディスカッサント 中濃厚生病院 山内翔 
         岐阜市民病院 桑田亜弓 

ミニレクチャー 
 座長 岐阜県総合医療センター 副院長 野田利之 

・大動脈弁狭窄症の診断と治療 
    岐阜県総合医療センター 高度先端医療センター長  荒井正純 
特別講演 
 座長 岐阜大学大学院医学系研究科総合病態内科学 森田浩之 
 ・これだけは知っておきたい前立腺癌と前立腺肥大症の知識 
  岐阜大学大学院医学系研究科 泌尿器科学 仲野正博 
 

●富山県 

【報告】 
1)教育講演会 

産後ケアセンターの実際と今後のあり方 
講師 中林正雄先生（愛育会総合母子保健センター所長）  

  6 月 17 日 富山大学附属病院臨床講義室 1 
参加：大学および地域病院の医師や看護師など 112 名 

 
2)やらんまいけ（学生向け家庭医療勉強会）  双方向型授業 

テーマ：初めてのバイタル 
6 月 29 日 富山大学内      参加者：学生および医師 13 名 

 
3)とやまいぴー（とやま多職種連携教育プロジェクト） 

ワークショップ  テーマ：患者中心性を学ぶ 
6 月 27 日 富山県立総合衛生学院 
参加者：学生および医師、看護師など多職種 54 名 

4)教育講演会 
フィジカル診断デモ実演    講師 徳田安春先生 
7 月 2 日 富山大学総合臨床教育センター2 階 多目的研修室 
参加：学生および医師など 19 名 

 
5)教育講演会 

高齢社会と老年医学    講師 大蔵暢先生 
7 月 9 日 富山大学附属病院臨床講義室２ 
参加：学生および医師、看護師など 52 名 

 
 



 日本プライマリ・ケア連合学会 中部ブロック支部 ニュースレター NO.11（2015.9） 
6)とやまいぴー（とやま多職種連携教育プロジェクト） 

ワークショップ 
テーマ：患者さんを様々な視点から診てみよう！    在宅老夫婦のいまとこれからを考える！ 
8 月 30 日 上市町保健福祉総合センター 
参加：学生および医師、看護師など多職種 71 名 
 

●福井県 

【報告】 
1）6/24、7/29、8/26 家庭医勉強会＠福井大学 
 家庭医学の基本的な内容を網羅的に勉強しています。 
2）7/25-26 ふふふカンファ＠琵琶湖コンファランスセンター 
 福井大学、京都府立医科大学、藤田保健衛生大学の救急総合診療部が 
一堂に会して、ゲームあり、症例検討ありの大宴会を開催しました。 

 

●石川県 

【報告】 

1）能登地域総合診療強化研究会 平成 27 年度クリニカルラウンド 
第 1 回 テーマ：地域で向き合う糖尿病 ～行動変容のアプローチ～ 
講師 公立穴水総合病院 内科 櫻井 孝之先生 
日時 平成 27 年 7 月 30 日（木）19：00～20：00 参加者 30 名 
場所 公立穴水総合病院 2 階会議室 
内容 症例提示に基づいたグループディスカッションとレクチャー 

  

 
第 2 回テーマ：ヘルスプロモーションと疾病予防       

～日常診療で何ができるか？～ 
講師 恵寿総合病院 家族みんなの医療センター 
伊達岡 要先生、宮坂 麻由子先生、宮田 康一先   
吉岡 哲也先生 
日時 2015 年 8 月 20 日（木）19：00～20：00 参加者 31
名 
場所 公立宇出津総合病院 2 階会議室 
内容 症例提示に基づいたグループディスカッションとレ

クチャー 



 日本プライマリ・ケア連合学会 中部ブロック支部 ニュースレター NO.11（2015.9） 
 

3）あなみず地域医療塾 
2015 年 8 月 1 日～2 日には、「あなみず地域医療塾 2015」が石川

県穴水町で開催されました。これは、穴水総合病院臨床研修センタ

ー主催、金沢医科大学能登北部地域医療研究所および富山大学富山

プライマリケア講座共催による、医師・医学生・看護師・看護学生・

医療福祉関係者を対象とした在宅医療に関する夏季セミナーで、今

年は 3 回目の開催とで約 50 名が参加しました。内容は多職種協働

による訪問診療シミュレーションのグループワークが中心で、模擬

患者・模擬家族宅を訪問し、多面的なアプローチを学びました。 

 

 

 
【予定】 
1）能登地域総合診療強化研究会 平成 27 年度クリニカルラウンド 
第 3 回 テーマ：ドクターG in 輪島 
講師：洛和会音羽病院 酒見 英太先生 
日時：平成 27 年 9 月 18 日(金)19：00～20：00 
場所：市立輪島病院 会議室 
 
第 4 回 テーマ：未定 
講師：未定 
日時：平成 27 年 10 月 21 日(水)19：00～20：00 
場所：珠洲市総合病院 会議室 
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第 5 回 テーマ：ドクターG in 珠洲 
講師：洛和会音羽病院 酒見 英太先生 
日時：平成 27 年 11 月 21 日(土)13：00～ 
場所：珠洲市総合病院 会議室 
 
2）第一回 総合診療ブラッシュアップ for 医学生＆レジデント  
講師：福井大学 救急科・総合診療部 北野史浩先生 
日時 2015 年 9 月 13 日（日）13：00～16：00 
場所 ：金沢大学医学類（金沢市宝町 13 番 1 号）F 棟 1F 修士課程セミナー室 
主催：Ｐ-ｃｏｋ 
協力：能登地域総合診療強化研究会 

恵寿家庭医療研修プログラム 
能登北部総合診療後期研修プログラム 

 
 
3）能登地域医療セミナー秋合宿 
世界農業遺産 能登の里山で地域医療を考えよう 
日 時 2015 年 10 月 24 日（土）12：00～ 25 日（日）13：00
～ 
場所 春蘭の里 （石川県鳳珠郡能登町宮地 TEL076-255-5998） 
募集人員 地域医療、プライマリ・ケアに関心のある医師・研修医、

医学部学生 20 名 
参加費  3 年以降の医師 10,000 円、卒後研修医 5,000 円、  

学生 2,500 円 
主催  能登地域総合診療強化研究会 

 
【静岡県】 
県支部の予定： 
平成 28 年 2 月 13 日（土）15:00～ 
第 1 回静岡プライマリ・ケアフォーラム（仮称） 
（第 1 回日本プライマリ・ケア連合学会静岡県支部地方会） 
場所：未定（静岡駅周辺） 
を予定しています。 
聖路加国際病院の岸本暢将先生、浜松医科大学の井上真智子先生の御講演に加え、 
静岡県の会員が交流できる場を設けたいと思います。 
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各地の活動 
中部： 
新プログラム認定「ふじのくに家庭医後期研修プログラム」 

静岡県立総合病院、佐久間病院、トータルファミリーケア北西医院が合同で「ふじのくに家庭医後期研修プロ

グラム」を作成し、学会の Version 2 対応後期研修プログラムとして認定されました。 
2015 年 7 月 16 日（木） 
「第 9 回 慢性期医療を考える会」として、静岡市近隣の 
 医師 13 名、看護師 23 名、薬剤師 13 名等総勢 91 名で、合同勉強会を開催しました。 
 
西部： 
2015 年 7 月 2 日（木） 「在宅医療と家族支援ワークショップ」 
講師：若林英樹先生（三重大学） 
場所：森町家庭医療クリニック 
参加者：37 名＋スタッフ 
学習目標： 
在宅終末期ケアにフォーカスして、家族が安心できる信頼関係を築き、家族がもてる力を発揮できるように、 

1. 効果的な傾聴ができる。 
2 .在宅療養の 7 つのフェーズが分かる。 
3 .家族システムの基本的視点が分かる。 

 
 
7 月 12～16 日 リサーチ WS シリーズ 
「質的研究の実際 －インタビューを中心に混合研究法まで－」 
講師：Benjamin F. Crabtree, Michael D. Fetters, 井上真智子 
場所：掛川市生涯学習センター 
参加者：後期研修医、他、10-12 名 
学習目標： 
12 日 “How to conduct in-depth interviews effectively” 
    効果的な In-depth Interview を行うには 
     1）In-depth interview に適したリサーチクエスチョンを見きわめる 
     2）インタビューを用いた研究の各段階を理解する 
     3）インタビューガイドを作成し、インタビューの練習を行う。 
13 日 “Introduction to qualitative, quantitative and mixed methods” 
    質的、量的および混合研究法概論 
14 日 “Field observation” 
    フィールド観察 
15 日 “Qualitative data analyses” 
    質的データ分析 
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8 月 13 日（木） 「家庭医療看護ワークショップ」 
講師：大崎はる子先生（ミシガン大学看護師） 
場所：菊川市立総合病院 
参加者：41 名 
学習目標： 
1.ミシガン大学家庭医療科での各職種とその役割を知る。 
2.ミシガン大学家庭医療科での看護師の役割と仕事内容を知る。 
3.家庭医療科看護師の教育とトレーニングを知る。 
4.アメリカの家庭医療看護の中から日本で参考にできるものを考察する。 

  
 
8 月 22-23 日 ALSO プロバイダーコースを磐田市立総合病院で開催しました。 

 
＜今後の予定＞ 
2015 年 9 月 22 日（火・祝） 研修医ワークショップ「女性の急性腹症」 
場所：森町家庭医療クリニック 
申込み：ホームページよりお申し込下さい。 
http://www.shizuoka-fm.org/menu5/?mode=detail&article=10 
以上静岡家庭医養成プログラム活動報告と予定 
 
2015 年 8 月 7 日～9 日 

http://www.shizuoka-fm.org/menu5/?mode=detail&article=10
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佐久間病院にて「地域医療セミナー2015」が行われました。 
地域医療に興味のある医学生、看護学生、研修医など合わせて 40 名参加し、 
最終日には名物の地割れ花火も見学し、盛り上がりました。 

  
 
2015 年 7 月 18 日〜8 月 16 日 
活動： カナダ・マギル大学医学生正規学生実習受け入れ 
場所： 静岡県牧之原市、榛原総合病院 徳洲会地域家庭医療総合センター 
学生： Sophie  Gao （マギル大学医学部３年生） 
内容： 上記期間中、徳洲会地域家庭医療総合センターにて家庭医療外来実習、小児診療、女性外来、在宅診療、

の見学を受け入れました。ちょうど同時期開催の学会夏期学生セミナーにも参加してもらい、日本の学生らと親

交を深めました。そのほか、離島医療実習として屋久島徳洲会病院に２日間小児科診療にも同行。２回目の来日

でしたが、日本人の実生活に触れられたこと、日本の家庭医療の現場に入って内側から社会を見ることができた

こと、日本の離島医療の現場を見ることができたことが大きな収穫であったとの感想でした。最初は日本語はほ

んの片言でしたが、毎日１０の日本語を覚えるノルマを与えることで医学用語も幾らか習得し、一ヶ月後には簡

単な会話ができるほどに上達しました。終了後、富士山登山に出かけ、見事登頂したそうです。 
感想：海外の学生受け入れは過去にも１０件ほど経験していますが、そのほとんどは米国が主。今回マギル大学

から正規実習として受けるのは先年に続き２人目。今後も要請に応じて海外の学生の日本での家庭医療の実習を

受け入れていきたいと思っております。また、将来は静岡県支部の会員の施設での短期見学もお願いしたいと考

えております。（佐野潔先生） 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜支部運営についての情報＞ 

 各県の代表窓口は下記の方々です 

三重県；竹村洋典、富山県；山城清二、石川県；吉岡哲也、岐阜県；石塚達夫、愛知県；伴信太郎、      

福井県；林寛之、静岡県；北西史直 

 中部地区のプログラム責任者の会世話人；吉岡哲也（恵寿総合病院家庭医療学センター） 

 中部ブロックの活動に関するご意見等ありましたら下記までご連絡ください。 

木村 悦子（中部ブロック支部事務局＠名古屋大学総合診療科）e-kimura@med.nagoya-u.ac.jp 

 

 


